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さ
る
一
ユ
月
二
十
八
日
ま
で
一
潔
か
れ
た
三
月
市
議
会
定
例
会
で
、
市
の
四
十
…
市
長
は
吋
本
年
度
の
予
算
白
根
幹
は
①
都
市
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能
お
整
備
、
@
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活
澱
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問
年
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予
算
と
凶
十
}
一
一
年
度
一
一
一
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補
正
予
算
が
決
ま
っ
た
@
の
取
醤
と
市
民
福
栓
白
向
上
、
③
教
育
文
化
の
向
上
と
教
育
施
設
の
務
輔
自

新
予
算
は
、
乙
と
し
一
年
の
市
の
仕
事
と
廿
所
の
や
り
く
り
が
、
ふ
ん
だ
…
一
一
一
つ
主
義
点
整
雪
上
ゲ
丘
と
述
べ
て
い
る
。

ん
に
渡
り
こ
ま
れ
て
お
只
一
般
会
計
四
十
一
一
一
億
六
支
凸
震
h
向
、
輔
輸
事
三
月
一
補
長
は
、
一
般
会
計
と
競
輪
事
業
特
別
会
計
な
ど
、
あ
わ
せ
七
憶
六
千

撲
な
P
特
別
金
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五
土
緩
九
五
五
百
万
円
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ら
「
病
院
霊
会
計
八
億
一
一
一
盟
百
万
的
と
な
D
二
一
義
正
ま
で
の
察
予
算
と
合
わ
せ
る
と
、
四
十
五

千
四
百
万

E
Kロ
わ
せ
、
総
額
玄
百
九
援
九
芸
百
万
円
。
は
じ
め
で
世
自
億
年
度
警
護
、
百
二
十
五
信
二
千
五
百
万
円
の
大
型
予
算
F
丘
っ
た
e

巨
大
蓄
え
喜
一
人
当
昔
、
七
万
一
主
百
一
平
高
と
な
市
民
白
〈
ら
を
す
、
ま
よ
い
平
揮
を
す
る
た
め
、
乙
白
予
算
の

る
a

邸
宅
足
涯
一
期
税
者
で
あ
白
、
平
塚
の
主
へ
公
で
あ
る
市
民
自
み
な
さ
ん
に
、

四
十
四
年
度
は
、
新
市
選
設
夜
明
刑
宣
か
耳
計
闘
の
鰻
終
年
次
に
あ
↑
~hu、
そ
の
内
容
を
知
っ
て
も
手
つ
た
め
、
凶
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四
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で
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い
る
。
衆
議
院
か
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一
一
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『
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鉄
時
答
通
箆
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お
け
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提
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盟
副
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説
切
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よ
れ
ば
に
歪
っ
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い
る
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開
眼
下
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反
対
に
関
す
る
要
望
審
』
が
国
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の
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宇
が
ζ

の
二
、
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一
年
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う
が
、
こ
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を
剖
用
者
に
転
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ず
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京
市
の
議
会
逗
世
間
営
開
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長
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一
民
的
L
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加
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輸
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諸
物
般
の
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上
げ
高
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川
靖
市
議
)
か
ら
議
出
さ
れ
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増
強
の
ヱ
事
は
も
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ろ
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と
の
中
山
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に
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当
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件
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今
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昭
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行政相談・無料法樟相談毎月第 1土日記

日時/市民相謬;室(広報課)
心配ごと相談 樟月第 1・第 3月曜 9，f 

一日時/市民相説室(福祉)

市税相談部月第 2・第4木昭/市民相
E主弓 (ihl~m..;薬i

宅地建抽相談平日 9時-16時常設rti民
相議;主(律接点)

教育相談土B~: をのぞく毎日 10時-15時
/敢行研究所

青少年椙談干釘 10舛'-16時官設/青少

4"東

軍鹿児童相談 平日 9s;j-16日寺常設/福
祉事務所



。
四
月
一
月
か
ら
市
全
域
に
駁
説
明
担
制
設
が
渦
閉
さ
れ
、
寸
一
増
、
事
業
所
は
同
け
出
が
必
轄
に
な
〈
〉

。
る
。
都
市
冷
静
心
に
全
思
的
に
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
争
唆
足
、
と
ん
ど
閣
の
立
場
に
お
い
て
〈
〉

。
島
民
の
生
活
環
境
の
開
会
に
万
全
を
煽
す
る
た
め
、
盟
十
一
一
一
時
六
回
吋
騒
音
規
制
践
が
制
定
さ
れ
9

9
た
e

平
塚
市
は
、
四
月
一
臼
か
ら
と
の
法
揮
が
市
宇
試
に
漏
用
さ
れ
る
乙
と
に
な
る
。
八
〉

さ
れ
る
も
の
も
あ
り
、
と
営
窟
告
。
一
の
)

鐙
特
定
施
設

門
金
属
加
工
機
輔
〕
①
正
延
機
械
(
一

十
…
一
・

定額寵IJ

C 1か見あたジ桝余〉

人民へ L->，~J額基本額 計

1人 40内部円船内

2人 間 円 20fII 100丹

3人 120円 20河 14日月
4人 160?3 4C内 200円
J人 21正月 刊円 24日月

6人 24副司 40['勺 28日円

7人 280H 40;司 320円

8人 ヨ20rQ 40円 36日月

9人 36町司 40円 400fII 

~:て従量置僻j ・し尿 J み取り鐙 11rにつ

吉 1円41鵠

〉ぷ臨時四くみ取~・ 1 色1につき70f弓
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T!T;長@加藤一太郎 (48図〕

撞いま伎んている住所地と、

倹毘壷揖L可ある住所地力、異

なる人は、現住所地に畳宣言か

えをしてください。

盟投票は、住民畳持のしてあ

る住所地の投禦所て投棄する

ことになリます。
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相
談
日
の
沿

平
塚
駅
前
北
口
広
臨
混
雑
夜
首
相
の
た
一
と
の
ユ
帯
は
、
駅
前
か
ら
国
道
一
一
一

地
予
選
盟
設
在
合
め
た
改
悼
工
事
一
ー
九
号
線
の
起
点
ま
で
、
長
在
約
七
十
一
一
一

一
一
炉
、
一
幅
約
六
対
の
申
央
地
予
選
を
つ
く

告の青豊富主号室葬
祭報王手苦在示日記示

Efp;霊党 ip;zi
Z長雲喜豊明言語
l ら選 t時且三主 。けを
西平報 、周 十
)財 B 笠間二

濃密襟 86.00万丹

市民襟 218万円

豊富社員告IU聖は、小社員。 毎年菌汚以上納入者

cl'主主銀特別社員 三千円以上納入者③金色

特郎社員.""・ 1万円以上納入者 ④主主銀有功主主

社員 ...5万円以上納入者 〔空 f金君主有功憲社員

10万円以上納入者

重富使われた事業l止、小災害救護毒事業 ②忠液毒事業

③社会構祉事業 〔主冷t議看護婦の養成事業 ⑤ 
奉仕Bilの奉仕事業等

調筒設期間、 44年 5月-45<f.3月、毎月 3濁

午後 6時から 2時間

態学習場所:市民センタ一、崇菱公民主宮など

慰内 容:ベン事、毛筆、手工芸、写真、

鎌倉彫、レタリング、華道、絵菌なと

繍資 格・市内寂佐、投勤の勤労青年男女

18才かち26才まで

翻募集人員 1 学級20~-30名で15学級

摺申し込み:市役所青少年諜育成係へ 5月2
民まで(申込書は膏少年課にある)

慰問い合わせ;(22) 170自内線227̂' 
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輔居性している市町村内であればどこの米麗か

勺ても購入通暗によって、米を買えます

臨?人?か月間口 15キログラムまで配給を置け

られます

盟米産へ司王ま掠がなくなりましたので、住所を

変更するときに、米屋から転出登詩軍令畳け

取ると必要はありません

醐必らず納品也事を畳け取り疋しい髄措て買う

ように注意しましょう

醐住所の変更(転出・転入・転揖)や世帯貨の

異 動 の 場 合 は 、 米 穀 類 購 入 通 揖 を 持 っ て 南 町

2村役場に届け出をしてください

騨配給品溺と髄措(正味10キ口グラムあたり j

内地米 ....1，520内(水稲うるち 1-4等ノ

槽 用 よ 来 日 4・1，250円(ホ稿うるち 5等 j

帯用米 ....1，025F弓(睦稿うるち・台湾未;

神奈川県@平塚市

わが子たちのために市内によい環境部室係しよう

関係団体内代表78名が集まって〈社会環境の浄化を促i宣

する会〉が発足し、地域ぜんJ;'の人の参加を得て活動を

展燃している、あなたの積係自Jな文疑も "'0



一一_..

まの轄を

みんなできれ

*餌い主がきれいに始末しよう

道ばたにしてはダメ/ごめんね



盟主す草食也 1期 昭和43・7・1~43 
.12. 31 Elまでに生まれた赤ちゃん

2 期昭和43 ・ 2 ・ 1~43'6.30
臼までにEまれた諒ちゃん。その他

在三後181J'Jlまでに 2@J没弓三受けて

いないもの。

臨巡沼周穣

4月15日中原公民館

.. 16日 旭公民館主沢中学校

" 17日神間公民館松原公民館

.. 18El 畳間公民忠八唾公民館

.. 19E1 花水公民会3

.. 21臼 i日凶之宮公民主宮 横内毘

地

.. 22El 富士見公民健

.. 23日須賀公民館

.. 24日見附台武道j号

簡時間・各会場とも13日目3G分~15持

ちゃん

合住所豊間本郷1751番地部

野保健所'1WJ務 a島村儀郎さん

(31) と蓑和子古ん (26)の長

女生後6 ・うか月@島長6tウ@

体重 7 • 3朝寝起きがよく、卵

白黄身1J'大好物.進んでお湯む

さいそくもする。お父さんは事

沢市の出身お母さんは現在Emの

出島。

広報紙に

ん

ら

ち月10日 寓二t毘公民館

d' 12日 旧 四 久 路 公 民 鎖 盤 面 公

民 館

1<' 13日 花水公民館 T¥橋公民館

y 14日 見附台武道場須賀公民

館

鰯巡霊宝酒穏〔噴査民)

5月13臼 金 自 公 民 館 強 国 公 民 館

。14E l 鳩 公 民 館 土 沢 中 学 校

~15 臼中原公民館構内団地
。16日 神 田 公 民 館 松 原 公 民 館

。17臼 富 士 見 公 民 館

タ19臼 !日包之館公民館畳回公

箆 銭

。20日 花 水 公 民 館 八 幡 公 民 指

ク21日 見限台武道場須賀公民

書官輯対象・生後 5か月7わら10か月のJ!L

L居
. Jl23臼〔水) 賞中原公民館

.. 24日(木) 南駅公民館

" 25自(金) 神田公民館。26日(土) 横内団地

" 28日(月) 真土公民露

。30日けて) /¥1極公使館

5月 1El(木〕 蹴島公民館

" 2臼{金) 豊田公民主E

.， 22日(木) 松原f、民主宮

" 23日(金〉 隠崎公民鰐

'" 24日ほこ) I目白之綴公民鱈

輔時再塁@各会場とも午前9時から午

ち月に衛生課ち募集した需のレジ

トゲン検診は、

るので、次の〈

いる。 40オ以上の方で、司王室苫は早

めに申し込んでほしい。

趨憤査時期・当月上司

揚検査場所@各会民館(申し込み人

番多 11月の挙式申込みは

5月 1日から受げます

φ挙式は 1日{二次ぎの 4[filを予氾

してむります.

前

前

桂

揖

午

午

午

午

10時から<80人以内)

11時30骨からのD人以内)

2時30骨から(君。人以内)

4 時 か ら (50人以内)

援対語表・①生後6か月以上のもので

初めて受けるものは回接種)@毎

年受けているものけ回優種}

観巡E富民程(1厨拍)

5月26日金自公民館金回公民館

。27日 活 折 小 学 捜 土 屋 公 民館

。28日 1品品託銀

。29日中原小学校

.30日神田公民錯

-&-31日 富士見公民鍔

6月 9日 !日四之宮公民館

。10日八幡公民館

+11日花;水公民錯

。12日真土公民館

+13臼南原公民館

日曜体診の怨患を救うため、平草壁

円J医師会は東海道輯を境に交代診蹴

制度を申し合わせている。

務第 1包第 3日曜日を南関!の医院

盤Z官2.第 4El掴日は北側の医院1;笠

原自.IJとして診療に応ずることになっ

ている. r原則であって都合により

変更もある。図曜日はあくまで同3
日であD、診聞は緊急患者に限る」

とされている.
纏畏済病院 。、 m局1950)
磁平草富市箆病院白 (32局001ラ}

揚済生金構院 (31局052日)
輯膏霊堂摘競 i 白 (21局0346)
頚愈節調続 (21局05701

Lこ

忌主語呂
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。

を

と二っている。した

し.......~ :がって、己の地の1m].]南陀はζD

3弥 陀 寺 と き を も って Jし、休止悦打つ

間開顕著寄 たということになる。濁在の問

問 J宮市平家の陪祢陀寺は報恩ーヨ奇品官寺はこの真，/i;J1jDi!，W8守の勝

山来迎院ともいい、浄土宗に属jに中世末期、訴らたに建立され

している。，たものであろフ。

古伝によると、親銀 (1173) 了揺は平塚白判的柁寺のほ

ー 1262)の弟子了源が安提元年守か、大棚舶にさ留守、醇木市に

(1272)に関劃した平塚白締称青蓮ミ号、南足柄町に漬福寺など

Ti:寺白脚であると帯いているe ー各所lこ寺苦闘いているばかりで

了臨ははじ由天台宗こ入白、 jな〈、山裂県や岐阜県にまで寺

平家ノ入選法求といったが、の jを建てている。

ち親舗に慣関して了擦と改め平j 先日、平塚新端1048番地雲出

品まの地に昭事雨宮寺在建立した。 Z武雄氏に岐阜県南山市本釘

大谷遺跡鋸によると、了源は:包68番地平巧i玲 夫Eむから干

曽我十郎桔成(1172-93)白 子 3来た。 rわたしの先慢は相撲国

桔苦で、母は虎女(1175-1227)‘平塚のものであったカち諸国fす

であったといっているが、日j成。籾担コとき飛騨屋川-:5<1郡大;"U!l(!却
は伊東二郎結滞由子凶郎総光 z山口の地に足をとどめ、了心寺

(1170-1251)であるといって・を随意壁土神である平塚の八幡

いる。なにしろ 7凶年もむかし.

のζ とであるためはっきbしな;

わが、年帝そ自他の点から推し:劉先は、

て四郎祐光iilJ顕であるうと思(2年初E
われている。 四郎祐光ζ と、

新輔相模宿民主記は「この平ないと、わたくしは考えている

塚の伺粥陀寺は文明年潤(1469 のである。

87)他僧徒の舌畢に議う ζ と

43'年 8Pl完成した平爆本穏の問韓陀寺
唾杢診

みんなの車買い交通安全

歩行者は正しい機器持者

運転者は密行者の保護者
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